
 

 

分類 指摘事項要旨 指摘事項への対応 

横断歩道の幅員 
・ロータリー案の横断歩道について、交通事業者だけ優遇されているイメ
ージを受ける。横断歩道が現状よりも狭くなるのは理解できないので、現
状維持かさらに歩きやすい歩道にして欲しい。 

・駅ビル前の歩道幅員は大幅に拡幅した。歩行者交通量も参考にし、北
側・南側歩道も合わせて、駅前広場全体の歩道幅員をバランスよく設定
する。 

東口駅前広場 

防災機能・環境配慮 
・再編プロジェクト（案）で記載されている「安心・安全な都市空間」、
「環境にやさしい都市空間」など防災機能や環境配慮について、西口と合
わせて東口駅前広場も検討して欲しい。 

・設計段階で具体的に検討する。 

･ＪＲ敷地の提供をお願いし、使いやすい形にして欲しい。計画台数 3,000
台と言わずに拡張を見据えたレイアウトを検討して欲しい。 

・機械式の自転車駐車場の配置について、南北でバランスが悪い。地下自
転車駐車場の形に問題があるのでは。 レイアウト 

・機械室の位置について、機械式の自転車駐車場との兼ね合いもあるが、
出入口の前にあるので配置検討が必要。 

・公共用地レイアウトでは整備条件がクリアできないことなどもあり、Ｊ
Ｒ用地を活用した整備についてＪＲと協議を進めていく。 

・補助 36 号線の出入口と走行空間の検討から、自転車と横断待ちの歩行
者は錯綜しないと説明があるが、実際には動線が確保されるイメージが
出来ない。検討の余地があるのではないか。 

・自転車、歩行者動線の検証も含め、安全に自転車の出入りができるかさ
らに検討を深める。 

・区役所前面道路に出入口を設ける場合、車両通行止めになることに賛成
できない。 

・ひとつの考え方として示したもの。さまざまな条件を踏まえて、最適な
駅前広場の形状を確定する。 

・駅前広場に走行している自転車を入れないように、自転車押し歩きのＰ
Ｒ強化と、自転車が歩行者より通りやすいような事がないよう自転車と
歩行者の共存を検討。 

・自転車と歩行者が共存できるようハードでの対応やソフト施策も重要
と考える。今回の整備でも可能な限りの対応を考えたい。 

地下自転車駐車場 

出入口 

・高齢者や障害者の利用者ニーズの把握が必要。高齢化に合わせて利用者
への対応を検討して欲しい。 

・エレベーター設置を検討しているが、現段階では北側出入口のみが確保
できている。東側・南側についても設置の可能性を引き続き検討する。

・交通島の中央にある植栽について、歩行者だけでなく電動車椅子の方に
とっても動線上、邪魔になっている。横断歩道を直進して歩けるように
検討して欲しい。 

・今回の西口駅前広場の整備目的は、段差解消による歩行者環境の改善で
あるので、交通島植栽部の撤去についても併せて検討する。 

西口駅前広場 
レイアウト 

環境配慮 

・駅前広場に誰でもトイレの設置を検討して欲しい。 
・現在「蒲田西口駅前公衆便所せせらぎ」が設置されているので、その活
用も踏まえ、今後の一体的なまちづくりの中で配置等について考えてい
きたい。 
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